
令和７年度福山地区ＩＴＳ活用検討業務

　本業務は、自動車運転と一般車が混在する交通環境において安全・円滑
な道路交通を実現するため、福山河川国道事務所管内における自動運転事
業と連携し、レベル４自動運転移動サービスの実現に向けた交差点周辺等
における道路インフラからの支援として路車協調システム（以降、「路側
センサ」という。）に関する実証実験を実施し、これら路側センサに求め
られる機能や仕様等について検討を行うものである。

分任支出負担行為担当官

中国地方整備局　福山河川国道事務所長

久冨　浩二

広島県福山市三吉町４－４－１３

令和　７年　７月３１日

大日本ダイヤコンサルタント（株）

東京都千代田区神田練塀町３００

３８，５４４，０００円（税込み）

３８，５４４，０００円（税込み）

別紙のとおり

福山河川国道事務所管内

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　７年　８月　１日

履 行 期 間 (至) 令和　８年　３月３１日
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契 約 業 者 名 大日本ダイヤコンサルタント（株）

業 務 の 名 称 令和７年度福山地区ITS活用検討業務

契 約 理 由

契　　約　　理　　由　　書

（簡易公募型プロポーザル方式）

　本業務は、自動運転車と一般車が混在する交通環境において安全・円滑な道路交
通を実現するため、福山河川国道事務所管内における自動運転事業と連携し、レベ
ル４自動運転移動サービスの実現に向けた交差点周辺等における道路インフラから
の支援として路車協調システム（以降、「路線センサ」という。）に関する実証実験を実
施し、これら路側センサに求められる機能や仕様等について検討を行うものである。

　業者の選定にあたっては、簡易公募型プロポーザル方式を採用し、配置予定技術
者の経験及び能力、実施方針・実施フロー・工程計画・その他、評価テーマに対する
技術提案について総合的に評価を行った結果、上記業者と契約することが妥当であ
る。

　よって、会計法第２９条の３第４項、予算決算及び会計令第１０２条の４第３号によ
り、契約するものである。
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